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特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

2008年度第8回常任委員会議事録 

 

 

 

 

1 日時：2008年11月28日(金)午後4時から午後8時3分まで 

 

2 場所：東京都千代田区大手町1-6-1大手町ビル2階266区JPF事務局 

 

3 出席者の確認 

常任委員会の成立要件である3分の2以上の出席が満たされている旨の報告がなされ、本会の成立を

確認した。 

常任委員 

NGOユニット：長有紀枝(第一部：協議・報告事項から第二部：審議事項の(1)まで出席。欠席

中の代理：坪井ひとし) 

NGOユニット：橋本笙子 

外務省：川口三男(梨田委員の代理) 

日本経団連：斎藤仁 

財団：加藤広樹 

学識経験者：中村安秀 

   オブザーバー 

外務省：飛林 

AAR：坪井 

ADRA：了戒、神田 

BHN：山崎 

HFHJ：松本、山崎 

HuMA：新井 

JAFS：永井 

JEN：平野 

KnK：栗林、真嶋 

PWJ：柴田 

SCJ：宮下、志茂、三上、今福 

SNS：大久保 

WVJ：坂、畑 

JPF学生ネットワーク：古谷 

日立プラントテクノロジー：友坂、福田 

大阪大学：石井 

 

4 座長の選出 

   本会座長として、加藤常任委員を全会一致で選出した。 
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5 第一部：審議事項(事業計画) 
(1) 第一号議案：中国四川地震被災者支援にかかる事業計画の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

SCJ：「集団避難した子どもたちの心理社会的ケア事業」(民間資金) 

承認。 

 

(2) 第二号議案：ジャワ島地震被災者支援にかかる事業計画の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① KnK：「バントゥル県における青少年の自立支援事業」(民間資金) 

承認。 

② SEEDS：「ジョグジャカルタ特別州における継続的学校防災教育文化普及事業」(民間資金) 

助成審査委員会の答申を受け、却下。 

③ SNS：「ジョグジャカルタ州における巡回建築指導事業」(民間資金) 

継続審議。 

現地の日本企業(ジャカルタ・ジャパン・クラブ等)との情報共有を図るとともに、インドネ

シア国内で事業執行管理に関する銀行口座を開設の見通しを確認したうえで、改めて常任委員

会の審議に附すこと。 

 

6 第一部：審議事項(組織運営) 
なし 

 

7 第一部：協議・報告事項(組織運営) 
(1) JADEに対する改善要求の報告について 

事務局より、前回常任委員会の承認に基づきJADE出された改善要求に対し、JADEより改善策

の提出があった旨が、その内容とともに報告された。 

 

(2) 臨時の理事会と総会の開催について 
事務局より、理事と事務局長の選任に関する理事会と総会を開催する必要がある旨の提案がな

された。協議の結果、理事の選任については書面での評決権行使を考慮に入れた総会および理事

会を1月に開催することとし、事務局長の選任については3月に開催する理事会の審議に附すこと

とした。 

 

(3) 事務局運営費の報告について 
事務局より、運営費について報告がなされた。 

 

8 第二部：審議事項 
(1) 第一号議案：2008年度第7回常任委員会議事録の承認 

事務局より、2008年度第7回議事録(案)が上程された。審議の結果、同案をもって当該議事録

とすることを全会一致で可決した。 

 

(2) 第二号議案：中国四川地震被災者支援にかかる事業報告および収支報告の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

SCJ：「中国四川地震被災者支援事業合同調査」(政府支援金) 
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承認。 

また、合同調査を実施した他団体(ADRA、NICCO、JPF)の事業報告および収支報告については、

事務局が確認を行い特段の問題が認められない場合は、結果のみを常任委員会に報告するよう

事務局へ指示した。 

 

(3) 第三号議案：ミャンマー・サイクロン被災者支援にかかる事業報告および収支報告の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

KnK：「ミャンマー・サイクロン『ナルギス』被災者支援初動調査事業」(政府支援金) 

承認。 

 

(4) 第四号議案：バングラデシュ・サイクロン「シドル」被災者支援にかかる事業報告および収
支報告の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

JAFS：「バゲルハット県のシドル被災者に対する養殖池作り事業」(民間資金) 

承認。 

 

(5) 第五号議案：南アジア水害被災者支援にかかる事業報告および収支報告の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① HFHJ：「ブアプール郡における簡易住居(シェルター)設置による再定住支援事業」(政府支援

金) 

承認。 

② SCJ：「バロチスタン州ケチ地区におけるシェルター供与、毛布配布、医療支援事業」(政府支援

金) 

承認。 

 

(6) 第六号議案：スーダン南部人道支援にかかる事業報告および収支報告の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① PWJ：「ジョングレイ州におけるスーダン帰還民への給水・衛生支援」(政府支援金) 

承認。 

② WVJ：「スーダン アッパーナイル州難民・国内避難民帰還支援事業」(政府支援金) 

承認。 

     

(7) 第七号議案：イラク避難民人道支援(ヨルダン)にかかる事業報告および収支報告の承認 
審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

KnK：「フヘイス及びアズラックにおける青少年への人道・教育支援」(政府支援金) 

承認。 

 

(8) 第八号議案：スマトラ島南西沖地震被災者支援にかかる民間寄付金の収支決算、ならびに残余
金を緊急支援準備金に繰り入れることの承認 
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審議の結果、本収支決算、ならびに当該残余金62円を緊急支援準備金に繰り入れることを全

会一致で承認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 第九号議案：新潟県中越沖地震被災者支援にかかる民間寄付金の収支決算、ならびに残余金を
緊急支援準備金に繰り入れることの承認 

審議の結果、本収支決算を全会一致で承認した。また、残余金については、全額日本国内で

の使用に使途を限定したUSAIDによる事業特定寄付を財源とすることから、USAIDの意向に沿っ

て日本国内で自然災害が発生した場合の被災者支援へ充当することとし、USAID残余金口座を開

設したうえで、同口座に当該残余金933,286円を繰り入れることを全会一致で承認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 第一部：協議・報告事項 
(1) イラクならびにイラク周辺国のモニタリング報告について 

事務局より、イラクならびにイラク周辺国のモニタリング報告がなされた。 

  (単位：円) 

科目 金額 

収入の部   

 事業特定寄付金(個人) 40,000  

 事業特定寄付金(企業・団体) 0  

  40,000 

支出の部  

 NGO助成活動事業費 34,000  

 同返還金 ▲62  

 運営費繰入 6,000  

  39,938 

収支差額 62 

  (単位：円) 

科目 金額 

収入の部   

 事業特定寄付金(個人) 520,399  

 事業特定寄付金(企業･団体) 1,694,912  

 事業特定寄付金(USAID) 12,197,000  

  14,412,311 

支出の部  

 NGO助成活動事業費(個人,企業･団体) 2,243,720  

 NGO助成活動事業費(USAID) 7,500,000  

 同返還金 ▲229,666  

 事務局事業費(USAID) 714,464  

 運営費繰入(個人,企業･団体) 201,257  

 運営費繰入(USAID) 3,049,250  

  13,479,025 

収支差額 933,286 
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(2) 物資輸送プロジェクトについて 
物資輸送プロジェクトの進め方について協議した。 

 

(3) 企業との連携報告について 
事務局より、書面をもって企業との連携について報告がなされた。 

 

(4) 書面による報告について 
事務局より、書面をもって、以下の事項の報告がなされた。 

① 政府支援金および民間資金財務状況の報告 
② 事業計画変更の報告 
③ メール審議結果の報告 
④ JPF事務局審議結果の報告 
⑤ メディア報道の報告 
⑥ JPFの活動報告と予定の報告 

 

(5) 次回常任委員会の開催日時・会場について 
次回常任委員会は、2008年12月18日午後4時よりJPF事務局において開催することとした。 

また、次々回常任委員会は、2009年1月29日午後4時よりJPF事務局において開催することとし

た。 

  

(6) 中国語版JPFロゴについて 
「JAPAN PLATFORM」と記した現行のJPFロゴについて、中国四川地震被災者支援の展開にあた

っては、現地でのビジビリティを向上させるため中国語版として工夫することとし、関係各所

に意見を求めることとした。 

 

(7) 民間資金の残金の活用方針について 
支援事業の再募集を行うか否かは、当該民間資金総額の一定割合を超える残金があるかどう

かを目安として判断することとした。 

 

以上  
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